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(1)
と表わされる5 Ei,_は波数kの伝導電子のエネルギ ～ー･f柚 まプエル ミ分布函艶
この和を積分でおきかえると一 k1-ek2のところで発散する〔芳田 ･興地氏は2)
分琴を (拍 1- Ek2+is)2でおきかえ. この発散が起らないようにしておいて
この槙分を計算し.後に S一･0とすれば.発散の困難はさけられるとしているo
Lかしそのような操作に何の正当性も与えておられないOもともと
I/(Ek ュ- k2)2 は kl という波動函数V-1こZ という波動函数のまざる割合を
表わしており.･それは係数の絶対値の二乗 (ただの二乗でなく)で与えられる
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母で 8-EJとおくことが出来lそりため分母が (E2-61)2 となり･第一項の
V (E軍T el)2 と打消して 81-82における発散はもと･もと起っていない▲と主張
されもQ､TL'かしこの議論は大きな誤 りをおかしているO 上の和を蹟分で書き (
∂函数㌢ま積分記号の下にあるべきもの)I∂函数の定義を用いれば
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を考えるべき事を示された｡第二項tこおいて E三～ C2のところセは分子か ら I
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という量を考えようC 純粋に数学の問題としてはこれは不定であるQなぜなら
もしこれを
-a a -･S/ a
sliT (jIa +LJSJト sl,ij?(_Jia +ノ去,)
とした.ときに S とS′の 3-imのとり方が無関係なら---となるか らである｡
ただS-S′ としてIi.皿 をとっ たときにのみ 0となる｡これを物理の問題とし
てみたときには.そのような不悪さはないはずである｡すなわち_その問題に




くために先程のべた Sing,liarity_を起 らな.くする手続 きをとらねばならないQ
そのために摂動が もニ ∞ー か らゆっ くり e,St･絶て比例して,Switchonされたと
考えようO そうすれ ば E1-62においても分母はともふ くC妃はならないであ
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